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今年度予算の特徴
自主財源 47%
県が独自に確保できる財源

平成31年度当初予算

　6,854億円総額

県税

貸付資金の返済金や
基金（県の預貯金）の取り崩しなど地方交付税

国からの
補助金など

県債
（県の借金） 使用料や

手数料

2％
26％

19％25％

16％
12％

県の収入

県民1人当たりに換算すると50.2万円になります。

平成31年1月1日現在の人口 1,365,926人で計算

支出の内訳は次のとおりです。

その他
3.3万円

市町への
税金の配分
5.6万円

教育の充実
10.7万円

農林水産業や
商工業の振興
6.5万円

 道路や河川、
住宅などの整備
5.7万円

県債の償還
（借金の返済）
6.9万円

依存財源 53%
国からの交付などにより確保される財源

農林水産業や商工業の振興

道路や
河川、住宅
などの整備

県債の
償還

市町への
税金の配分

その他
教育の充実

福祉の向上や犯罪の防止、
環境対策、雇用の促進

13％

14％

11％ 7％

11％

21％

23％
県の支出

  福祉の向上や犯罪の防止、
環境対策、雇用の促進
11.5万円

1+1=

オープンイノベーションの推進 【産業戦略部】
●企業の技術者・研究者による技術交流プラット
フォームの構築と高度人材による企業への
技術支援の一体的実施

医薬品GMP調査の迅速化
などによる県内医薬品産業
強化に向けた支援 【薬務課】
※GMP：医薬品などの製造および
品質管理基準

ＩｏＴなど新技術導入による生産性向上の推進 【産業戦略部】

健康長寿社会実現に向けた新産業の創出 【産業戦略部】
●認知症予防プログラムの開発・実証研究

道路・港湾などの産業基盤の整備 【道路建設課、港湾課】

新 新

新

新

新

新

「やまぐち・どこでもキャッシュレス!」
の実現に向けた支援 【商政課】
●キャッシュレス決済の導入支援を行う専門
コーディネーターの配置や、アプリなどの
関連基盤整備への補助

多様な創業・円滑な事業承継に向けた環境整備 【経営金融課】
●創業・事業承継の一体的な支援体制の整備やマッチングサイトを活用した第三者承継の支援 

IoTを活用した製品などの高付加価値化や事業の
効率化を図る中小企業への支援 【経営金融課】

外国人材の県内中小企業での受入れ支援 【労働政策課】
●「山口しごとセンター」に専門アドバイザーを配置

建設産業へのＩＣＴ導入などの促進 【技術管理課】

1
重点項目

2
重点項目

新

新

新

瀬戸内産業の再生・強化、成長分野での事業創出、ＩｏＴ等新技術のあらゆる分野での
導入によるイノベーションの創出、県内経済を支える中堅・中小企業の成長支援など、
本県の強みや潜在力を活かした産業競争力の強化、生産性の向上を図ります。

新たな移住希望者を掘り起こし、
就業まで徹底したサポート体制を
構築 【農林水産政策課】

農林漁業各分野でのＩＣＴなど
先端・先進技術の活用 
【農林水産政策課、畜産振興課、森林企画課】
●ロボット技術等を活用したスマート
農業の実証や衛星データを活用した
漁業操業支援システムの構築など

スマート農林漁業の推進

農林業の知と技の拠点整備 【農林水産政策課】
●農業試験場、農業大学校、林業指導センターを統合し、先端技術
開発と即戦力人材の育成を一体的に推進

「農林業の知と技の拠点」の形成

新たな森林経営管理制度への対応

新 新

新

新

新

新

格付等の基準を設けた県産和牛
統一ブランドの取り組み推進と
子牛の増頭対策などの実施 
【畜産振興課】

森林経営管理制度の円滑な運用 【森林企画課】
●即戦力となる林業技能者の確保や森林情報の一元管理システムの
整備などによる市町支援　　

水産業の振興

県産地酒の副産物である
酒かすを活用したブランド養殖魚
「やまぐちほろ酔いシリーズ」の
開発研究 【水産振興課】

新たな担い手の確保 畜産業の振興

強い農林水産業の育成
深刻化する担い手不足や高齢化が進む中にあっても、新たな担い手確保策の実施やＩＣＴ等を活用した
スマート農林漁業の推進、新たな森林経営管理制度への対応など、本県の農林水産業の成長産業化を
推進します。

　平成31年度当初予算は、「やまぐち維新プラン」に
沿った新たな県づくりを本格的にスタートする予算です。
　県政が直面するさまざまな課題に立ち向かい、これを
突破していくため、本県が持つ強みや潜在力を活かし、
山口県の未来を切り拓く「３つの維新」への挑戦を本格的
に展開していきます。
　また、「３つの維新」への挑戦を支える土台となる揺る
ぎない行財政基盤を確立するため、行財政構造改革の
実現に向けた取り組みを着実に推進していきます。
　県民の皆さんがその成果をできるだけ早く実感できる
ように、しっかりと取り組んでまいりますので、皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。

平成31年度当初予算

山口の強みと潜在力の発揮
～新時代を拓く「３つの維新」への挑戦～

産業維新

大交流維新

生活維新

【3つの維新】
山口県の活力の源となる産業力を大きく伸ばす

人やモノの流れを飛躍的に拡大して、
山口県を活性化する大交流を実現する

県民誰もが希望を持っていつまでも安心して
暮らし続けられる山口県の基盤を築く

産業維新

「３つの維新」と本県の課題に対応した重点項目

首都圏から山口へ!
移住就業者

大幅アップの実現

「今までにない」
価値を生み出す

イノベーションの創出による産業力の強化・成長産業の発展 中堅・中小企業の成長支援

「やまぐち維新プラン」の
具現化に向けた取り組みの推進

持続可能な行財政基盤の確立に向けた
取り組みの着実な推進

1

2

は前年度から拡充した事業を表しています。拡は新規事業を新

イノベーションの創出と中堅・中小企業の成長支援
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共助
自分たちの
地域は自分たち

で守る

国内外から選ばれる観光目的地
やまぐちの実現
【観光政策課、観光プロモーション推進室】
●新キャッチフレーズ「ＹＡＭＡＧＵＣＨＩ 
ＭＡＧＩＣ！」のもと、観光５大要素
（絶景・温泉・グルメ・歴史・体験）を
活かした観光プロモーションを展開

●付加価値の高い体験型コンテンツ
の造成による「稼ぐ力」の強化

選ばれる観光目的地やまぐちの実現 交流を拡げる基盤整備

新

新

新

新

新

山口宇部空港の国際交流拠点化 
【交通政策課】
●国際定期便の定着・拡大、チャーター便の運航拡大など

「やまぐち外国人総合相談センター」の設置 【国際課】

国内外での新たな市場開拓

市町等と一体となった「オールやまぐち」による首都圏
などへの県産品の売り込み強化 【商政課】

やまぐちへの人の還流・移住の促進

県内に移住コンシェルジュを配置し、
相談段階から移住希望者に寄り添い、
一貫した支援を実施 【中山間地域づくり推進課】

輸出ノウハウなどを有する県内事業者を「山口県版エク
スポーター」として育成 【新産業振興課、ぶちうまやまぐち推進課】

東京オリンピック・パラリンピック等に向けた
欧米などからの誘客拡大を目指すプロモーション、
キャンプ誘致国との交流支援 【インバウンド推進室、スポーツ推進課】

新

やまぐち結婚応縁センターを核とした
出会いから成婚までの一貫した支援の
強化 【こども政策課】
●結婚応縁スクールの実施 ●マッチングシステムの機能強化

児童虐待防止対策の強化 【こども家庭課】
●新たに設置する「福祉総合相談支援センター」への警察官の配置
●児童福祉司等専門職員の増員など

保育士養成校などの学生と連携した長期休暇中の
放課後児童クラブの充実 【こども政策課】

子ども食堂の開設・運営のサポート体制の整備 【こども家庭課】

新生児用ドクターカー整備への支援 【医療政策課】

結婚、妊娠・出産、子育て応援

困難を有する子どもに対する支援

働き方改革の推進

快適な暮らしづくりの推進

新

新

新

新

新

新

新

希望に応じた就職・働き方の実現 【労働政策課】
●就業促進コーディネーターを山口しごとセンターに配置し、
未就業の女性・シニアを支援

フードバンク活動
の拡大・定着支援
【廃棄物・リサイクル対策課】

本県のライフスタイルに合った宅配ボックスの普及促進
【環境政策課】

障害者の就労意識の高揚に向けた企業合同説明会、
職場体験などの実施 【障害者支援課】

重点
項目

大交流維新

生活維新

人とモノの流れの拡大
本県ならではの観光資源を活用した戦略的プロモーションの展開、
ラグビーＷ杯や東京オリ・パラを契機に増加するインバウンド需要の確実な取り込み、国内外での
新たな市場の開拓、県内への人の還流や移住・定住の促進など、人とモノの流れの拡大を図ります。

暮らしに満足できる生活環境づくり
若い世代が安心して結婚、妊娠・出産、子育てできる環境づくり、
児童虐待防止体制の強化や子どもの居場所づくりの推進、誰もが働きやすい多様で柔軟な働き方の導入促進、
快適な暮らしづくりの推進など、県民の暮らし満足度を高める生活環境づくりを進めます。

新たな時代を見据えた人づくり
の推進方針の策定 【政策企画課】

新時代を創造する人材育成 豊かな心・健やかな体の育成

誰もがいきいきと輝く地域社会の実現

新

新

新
コミュニティ・スクールの取り組みの充実 
【義務教育課、高校教育課、社会教育・文化財課】
●地域連携教育アドバイザー配置による活動内容の充実など
●高校が大学・地元企業・地域等と連携して行う地域課題の解決
などを通じた地域を担う人材育成

●ＰＴＡと連携した家庭教育支援の推進体制構築

「やまぐち型地域連携教育」の推進

高校教育の魅力向上への取り組み 【高校教育課】
●多様な人々と課題発見・課題解決学習の実施など

きめ細かな教育の推進

新

いじめ・不登校の未然防止・早期発見・早期対応
【学校安全・体育課】
●ＳＮＳなどを活用した連絡窓口の設置
●弁護士によるいじめ予防教育の実施

学校における心の教育の充実 【学校安全・体育課】
●スクールカウンセラーによる「心理教育プログラム」の実施

子育て・介護などの複合的課題に
対応できる体制づくり 【厚政課】

女性活躍のサポート強化 
【男女共同参画課】
●「輝き女性サポーター」による
女性管理職などへの相談支援

●男性の気軽な家事参画を促す
講座の開催

ふるさとへの理解を深める研修や
若者同士の交流などを、県内文化
施設や薩長土肥４県で連携実施 【政策企画課】

新

平成30年7月豪雨災害を教訓とした災害対策
【防災危機管理課、砂防課、河川課、建築指導課】

災害に強い県づくりの推進 安心の医療・介護の充実、県民一斉健康づくり

新

新

新

新

新

新

若手医師確保対策の拡充 【医療政策課】
●医師修学資金貸付金の特定診療科枠の定員増

人口減少社会を生き抜く地域づくりの推進

地域経営を担う組織の立ち上げ支援体制を整備
【中山間地域づくり推進課】

がん治療に伴うアピアランス（外見）ケアの推進 【医療政策課】
●ウィッグ等の購入費助成などのきめ細かな支援

家族・友だちなどが誘い合って
がん検診を受診するキャンペーンの実施 【医療政策課】

救急車を呼ぶか迷ったときに電話相談できる、
救急安心センター（＃7119）を開設 【消防保安課】

「やまぐち健幸アプリ」を
活用した健康寿命延伸の
取り組み 【健康増進課】

●住民避難行動促進本部（仮称）の設置
●率先避難モデル事業の実施など
●住民による自主的な避難所運営の促進

●ＶＲ（バーチャルリアリティー）や防災
マップづくりなどによる体験型防災
啓発の実施

●住民参加型土砂災害ハザードマップ
作成支援

●大規模な自然災害に備えた河川改修
などの防災・減災対策を実施

新時代に繋げる人材の育成と活躍支援
新たな時代を見据えた人づくりの推進、コミュニティ・スクールの一層の充実、児童・生徒に対する
きめ細かな教育やいじめ・不登校対策の取り組み、女性の活躍促進、誰もがいきいきと輝く社会の
実現に向けて、新時代に繋げる人材育成と県民が活躍できる環境づくりを支援します。

県民が安心・安全に暮らせる活力ある地域づくり
昨年７月の豪雨災害の教訓を踏まえた災害対応力の強化、若手医師の確保やがん対策の推進等
安心の医療提供体制の充実、人口減少が進む中山間地域づくりの推進など、県民が安心・安全に
暮らせる活力ある地域づくりを進めます。

Welcome
オリンピック！

YAMAGUCHIで
お・も・て・な・し！

お問い合わせ先 担当の各課または県広報広聴課  ☎083（933）2566　　県財政課 ☎083（933）2170

3
重点項目

4
重点項目

6
重点項目

5
重点項目

防災意識の底上げ

避難促進体制の構築

防災・減災・国土強靭化のための
３か年緊急対策

拡

拡

拡

拡

拡

拡

逃げ遅れゼロの
実現を目指して

公助

自助・共助をサポート

災害対応力の
充実・強化

自助
自分の
いのちは
自分で守る

食
品
寄
贈

寄
付

もったいないをありがとうへ

子ども食堂・
福祉施設
など

人生100年・みんなの
働くキモチ応援

フード
バンク

スーパー・
家庭など

大好きな人と
一緒にがん予防

みんなで創る
地域の学校
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山口県魅力発信サイト
「きらりんく」

タイムリーな情報は
「県広報広聴課Facebook」で！

KRY「元気創出！やまぐち」
（毎週日曜日　11：10～11：25）

yab「イキイキ！山口」
（毎週月曜日　23：15～23：20）

tys「大好き！やまぐち」
（毎週土曜日　18：50～18：55）県政テレビ番組

山口県月刊ウェブ広報「Buchi」
お知らせなどを毎月掲載

クイズ『発見やまぐち』 ぶちうまい『やまぐちブランド』を食べちゃろう！

広告
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※【問】はお問い合わせ先、【申】はお申し込み先を表しています。※催しの日時や会場などは変更される場合があります。※詳細な情報までは記載できませんので、詳しくは
お問い合わせください。※市町によって配布日が異なるため、一部既に終わった催しなどがある場合がありますので、ご容赦ください。

お 知 ら せ

自動車税の納付を
お願いします1

　自動車税は、県の行政を進めていく
上で、大変重要な財源です。
　今年4月1日現在で自動車を所有され 
ている方は、4月末に送付を開始する 
納税通知書により、納期限までに納め
ていただきますようお願いします。
　また、本年度から、スマートフォン用 
決済アプリ「Pay B」により納付ができる
ようになりました。
■納期限　5月31日（金）
※金融機関、コンビニエンスストアのほか、クレジッ

トカード（手数料1台324円）でも納付できます。

【問】県税務課　☎083（933）2288

「やまぐち健幸アプリ」の
配信を開始しました2

　毎日の歩数等を記録してグラフ化し
たり、年代別・地域別などのランキング
を表示したりすることで、楽しみながら 
健康づくりが進められる、スマートフォン
用アプリ（ダウンロード無料）です。
　ポイントがたまると、県内協力店で 
割引などのサービスが受けられるカード
表示や、抽選による景品を贈呈します。
【問】県健康増進課　☎083（933）2950

ふるさと山口企業合同就職
フェアを開催します3

　求職中の一般の方、大学や短期大学
等を来春卒業予定の方などを対象に、
就職フェアを開催します。県内企業の 
採用担当者が企業の概要を説明します。

日　程 会　場
5月10日（金）
10時～15時

シーモールホール
（下関市）

5月17日（金）
10時～15時

ＡＮＡクラウンプラザ
ホテル宇部（宇部市）

5月22日（水）
10時～15時

ホテルかめ福
（山口市）

5月24日（金）
10時～15時

ピピ510
（周南市）

【問】山口しごとセンター
☎083（976）1145

やまぐちパラアスリート育成
ファンドへの寄付を募集します4

　2020東京パラリンピックなど、国際 
大会への出場を目指す障害者アスリート 
の遠征費などを助成するため、企業や
県民の皆さんからの寄付を募集して 
います。
　皆さんのサポートが、障害者アスリート
の未来を切り開きます。多くのご支援、
ご協力をよろしくお願いします。
※寄付の方法など、詳しくはお問い合わせくだ

さい。

【問】県障害者支援課　☎083（933）2763 

県職員採用試験を
実施します5

試験区分 受付期間 第1次試験日

大学卒業程度、
社会人経験者等、
保健師

5月14日（火）

～

5月31日（金）
6月23日（日）

高校卒業程度
7月  5日（金）

～

8月23日（金）

9月29日（日）

警察官
（男性）（A）（B）
（女性）（A）（B）

  9月22日（日）

身体障害者
採用選考

8月  9日（金）

～

9月13日（金）
10月27日（日）

※受験資格、受験案内の請求方法など、詳しく
はお問い合わせください。

【問】 【申】県人事委員会事務局
☎083（933）4474

公立学校の教員採用試験を
実施します6

■選考区分
・�一般選考（小学校、中学校、高等 

学校、特別支援学校、養護教諭）
・�特別選考（教職大学院修了見込者、

社会人、スポーツ･芸術、山口県教師
力向上プログラム修了者、博士号
取得者、看護科・理療科教諭）

・�障害者を対象とした選考
■受付期間

5月13日（月）～5月31日（金）
■第1次試験日

7月13日（土）、14日（日）
※受験資格、実施要項の請求方法など、詳しく

はお問い合わせください｡

【問】 【申】県教職員課　☎083（933）4550

検 索山口県 自動車税

募 集

検 索やまぐちパラアスリート育成ファンド

県内の酪農家で搾られた高品

質な生乳を使用しています。 

たんぱく質、炭水化物、カル

シウム、ビタミンなどの栄養素

から構成される無脂乳固形分

（風味）や乳脂肪分（コク）が

多く含まれ、牛乳本来のおいしさをそのまま味わえる山口県産の

安心・安全な牛乳です。

～山口県のおいしい牛乳！～
「やまぐちきらら牛乳」

【県人口・世帯数】（平成31年3月1日現在）　人口/1,363,428人（対前月比1,350人減）　男/647,124人・女/716,304人　世帯数/599,708世帯

プレゼント

・「下瀬信雄展 天地結界」ペア招待券� 5組
・「『フィンランド陶芸』 『マリメッコ・スピリッツ』」
  ペア招待券� 5組
・「やまぐちきらら牛乳・ヨーグルトセット」� 5人

今回紹介した「３つの維新　産業維新・大交流
維新・○○維新」。○○に入るのは、次の3つの
うちどれでしょう。

ア 環境
イ 健康
ウ 生活

展　覧　会 施　設 期　間 料金・お問い合わせ先

「下瀬信雄展 天地結界」
県立美術館

（山口市）

5月23日（木）
～7月7日（日）

（月曜日は休館。ただし、
6月3日、7月1日は開館）

一般� 1,200円（1,000円）
70歳以上・学生

1,000円　（800円）
☎083（925）7788

日本・フィンランド外交関係樹立100周年記念
「フィンランド陶芸」 「マリメッコ・スピリッツ」 同時開催

県立萩美術館・
浦上記念館

（萩市）

4月20日（土）
～6月30日（日）

（5月7日、20日、6月3日、
17日は休館）

一般� 1,300円（1,100円）
学生� 1,100円　（900円）
70歳以上� 1,000円　（800円）
☎0838（24）2400

県立施設ガイド

《羽化したオオミズアオ ―萩市川上―》
シリーズ「結界」より
ⓒShimose Nobuo

マイヤ・ロウエカリ 
《桜の花の雨》
（2017年、マリメッコ・
スピリッツ展）

“Kirsikankukkasade”
Designed by Maija 
Louekari 2017 for 
Marimekko Spirit 
Exhibition

花瓶《カレヴァ》 
1906-1914年
アラビア製陶所
コレクション・カッコネン
Photo:Niclas Warius

本誌へのご意見、ご感想をお待ちしています。クイズ
応募者およびご意見をお寄せいただいた方の個人 
情報は、山口県が責任を持って管理し、プレゼントの
発送およびアンケートの集計以外には使用しません。 【県ホームページ】

スマートフォン用

クイズの答え、希望の商品名、住所、氏名、年齢、電話番号、本誌の感想
を記入し、ご応募ください。� 【締め切り：５月27日（月）必着】

【宛先】山口県広報広聴課「発見やまぐち５月号」係
▶はがき	 〒753-8501（住所不要） 
▶FAX	 083（933）2598
▶メール	 kohoshi@pref.yamaguchi.lg.jp
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。２月号の正解「㋒山口」

応募フォームは▶
こちらから

※18歳以下の方および高等学校、中等教育学校、特別支援学校に在籍の方、障害者手帳等をご持参の方などは無料です。
※（　）内は前売りおよび20人以上の団体料金です。

▼アプリのダウンロードは
こちらから

「福祉総合相談支援センター」を設置しました

県の組織再編　　　県では、４月１日から、組織体制を一部再編しました。

■電話番号一覧

事務所名 電話番号
福祉総合相談支援センター 083-901-2940（代表）

児童相談部
（中央児童相談所） 083-902-2189
（知的障害者更生相談所） 083-902-2673

身体障害者相談部 （身体障害者更生相談所） 083-902-2670
精神保健福祉部 （精神保健福祉センター）083-902-2672
◆発達障害者支援センター 083-902-2680

■所在地　山口市吉敷下東４丁目１７－１

【問】県人事課　☎083（933）2036◆…外部委託
※組織再編についての詳細は、ホームページをご覧ください。

検 索山口県人事課

中央児童相談所
知的障害者更生相談所
身体障害者更生相談所
精神保健福祉センター
◆発達障害者支援センター

統
合

福祉総合相談支援センター

児童相談部

身体障害者相談部
精神保健福祉部

◆発達障害者支援センター
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本庶佑（ほんじょ たすく）京都大学特別教授に県民栄誉賞を授与
　ノーベル生理学・医学賞を受賞された本庶佑京都大学

特別教授に、村岡嗣政知事が京都大学において、山口県

県民栄誉賞を授与しました。

　小学校から高校時代を宇部市で過ごされた本庶さん

は、長年にわたり研究を積み重ね、新しいがんの治療法を

生み出し、医学、医療の発展に寄与されました。

　村岡知事はノーベル賞受賞をお祝いするとともに、「未来

を担う子どもたちが、本庶先生のご功績に大きな刺激を

受け、今後、第二の本庶先生が誕生することを心から期待

しています」と述べ、表彰状と記念品の萩焼を贈呈しました。

　本庶さんは、「幼少から12年間を過ごし、人間性の基礎

をつくってもらった山口県からお祝いをいただき、大変うれ

しく思います。山口県には豊かな自然の中で、じっくりと

物事を考えられる環境があります。また文化や歴史、教育、

産業、観光資源など、良いところがいろいろあるので、住んで

いる人が良いところだと思えるような県にしていただけたら

うれしいです」と語られました。

阿武 教子（あんの のりこ）さん ［萩市出身］　
2004年アテネオリンピック柔道女子78kg級金メダリスト　

大野 将平（おおの しょうへい）さん ［山口市出身］
2016年リオデジャネイロオリンピック柔道73kg級金メダリスト

国際的に高く評価される賞や、
それに準じる功績があった県ゆかりの方に贈呈

山口県
県民栄誉賞

これまでの受賞者


	2019年5月号_表紙.pdf
	2019年5月号_p2-3.pdf
	2019年5月号_p4-5.pdf
	2019年5月号_p6-7.pdf
	2019年5月号_p8.pdf



